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天理教はなぜ衰退するのか？－仏教思想と教祖の教えの復元－

終了月 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 年間

2016 95 186 147 82 120 411 229 144 119 68 184 225 2010

2017 48 114 121 57 129 369 176 104 116 52 203 167 1656

2018 65 87 117 62 108 375 191 133 95 52 150 137 1572

2019 45

最近の修養科修了者数 （修養科は3カ月で毎月入学）

天理教の教師養成機関である修養科の修了者数がここ数年激減しています。50年位前までは年間一万人位で推移してい
たものが、2017年には千人台になりました。このまま減少していくと10年後には千人を割るかもしれません。
修養科が出来たのは昭和16年で、それ以前は明治41年天理教が一派独立した年に出来た別科がその役割を担っていまし
た。別科は半年で、年2回の入学でした。大正10年頃から一期の修了者数が千人を越えるようになり、昭和10年に南礼拝場
が出来てかんろだいが神殿の中央に据えられた期は、一万人を越えました。その後、日中戦争がはじまった昭和12年以降は修
了者が減少していきます。
この昭和12年に文部省から『国体の本義』という本が発行されました。この本は発行部数が100万を越えるもので、当時の日
本国民に多大な影響を与え、日本は戦争の泥沼の中にはまっていきます。翌13年には別科一期の修了者は千人を切り、大幅
な組織改編が行なわれた16年にその幕を閉じました。
天理教は昭和20年の敗戦を契機に、「復元」を掲げて出直しを期し、かぐらづとめや一部取りやめていたみかぐらうたが行われ
るようになり、別科の後身である修養科の修了者が年間一万人を越えるようになりました。
ところが再び修了者が別科の最後の頃に近づいています。今何が必要なのでしょうか。

終了者数

1948（昭和23）年 11,512

1959（ 〃34）年 10,334

1970（ 〃45）年 11,526

1975（ 〃50）年 15,858

1980（ 〃55）年 12,629

1990（平成 2）年 7,520

2000（ 〃12）年 4,451

2009（ 〃21）年 3,1381975年が修養科生が一番多かった年で、90年祭の前年です。



『天理教統計年鑑』昭和14〈1939〉年版

◎修養科の前身である別科（6か月）は明治41年に天理教師養成機関として出発。
◎大正10年1月教祖40年祭を大正15年に行うとの発表があり、倍加運動始まる。同年の27期に1,000名を越える。
◎昭和9年の第53期が11,680名で最大の人数となる。この年の10月15日に南礼拝場が完成し、かんろだいが据えられる。
◎昭和12年5月文部省、『国体の本義』発行（部数100万部以上）。同年7月に日中戦争始まる。
◎昭和13年、一期の入学者の数を1535名に限定（『潮の如く下』P7）。昭和16年4月より現在の修養科になる。 2

別科修了者の数



昭和12年7月の日中戦争勃発は、すぐに天理教にも影響が出ます。
同年7月17日に文部省を訪れた中山正善2代真柱に対して、宗教局長は「時局柄、国民精神作興の上に充分力を尽され
たい。殊に大天理教として、この際充分の働きを示して頂き度い」（『潮の如く中』P268）と国への協力を強く求めました。これに
応じて、7月26日には、国策への協力を求める諭達第7号を教内に発し、具体的には、国の方針を信者に伝えるための講演
会の開催、出征軍人の見送り等の軍への協力を求めました。
さらに13年11月には、文部省より天理教に対して、「元はじまりの話」はやめるよう、教理は『天理教教典』（明治教典）に則っ
た方がいいぞといってきます。この時期、天理教の分派である「天理本道」に対する検挙、弾圧が始まっていたのですから、これ
に従わざるを得ませんでした。
明治教典は「第一 敬神章」から始まるもので、そこには「霊徳の最も顕著なる十柱の神を奉祀す」るとし、それらを総称して
「天理大神と云う」と書かれています。
そこに書かれている「国常立」「伊弉諾」「伊弉冉（册）」「大日孁（天照）」などの神は、昭和12年に発行された『国体の本義』
に出てくる神と重なるものです。
『国体の本義』 は「大日本帝国は、万世一系の天皇皇祖の神勅を奉じて永遠にこれを統治し給ふ。これ、我が万古不易の

国体である。」との一文から始まり、「我が肇国は、皇祖天照大神（あまてらすおほみかみ）が神勅を皇孫瓊瓊杵（ににぎ）ノ尊
に授け給うて、豊葦原の瑞穂（みづほ）の国に降臨せしめ給うたときに存する」と続き、そのあと、古事記や日本書紀にあるクニ
トコタチやイザナギ、イザナミなどの神々による国生み神話が語られています。そのため、その国生み神話と異なる「元はじまりの
話」などは許される状況にはなかったのです。
また、昭和14年に入ると、「おふでさき」「おさしづ」が回収され、よろづよ、三下り目、五つ下り目を削除した「新修みかぐらう
た」が配布されました。
ここまで来ると教祖の教えを伝えるというような事はとても無理であったろうと思います。それとともに、別科の修了者は減って
いきます。

3

日中戦争の勃発は、教祖の教えを説く自由を奪っていった
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『国体の本義』P9．文部省.1937（昭和12）年

『天理教教典』
中山新治郎
1903（明治36）年

仏教学者の末木文美士氏は『日本の思想をよむ』という本の中で『国体の本義』 を採り上げ、≪本書の
特徴は、「国体」を政治次元の問題としてだけでなく、思想や文化の問題に立ち入って日本固有のあり
方を追求したところにある。－中略－このように明治以来蓄積されてきた神話論・歴史論・文化論等が、
すべて集大成され、総合的な日本論とも言うべきものが作り上げられている。（P211）≫とし、≪「臭いも
のに蓋」で、目をつぶって済ませられるような杜撰な理論ではない≫と解説しています。



日本国憲法

国体の本義

『日本の思想をよむ』P218.末木文美士.角川書店.2016

古事記
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『国体の本義』は万世一系の天皇が統治するのが大日本帝国の万古不易の国体で
あるとし、その根拠を天照大神が神勅を瓊瓊杵（ににぎ）尊に授けて日本に降臨したと
いう古事記・日本書紀の記述に求めています。その古事記の冒頭に、その編纂の理由
について、古くから伝わる帝紀と本辞は国家組織の根本にもあたり、政治の基礎（王化
の鴻基－こうき）であるが、そこにうそなどが混じり真実が分からなくなる恐れがあるから、
今間違いを正し真実を伝えるためとその編纂意図が記されています。そして生まれたの
が『国体の本義』の冒頭にも引用されている「天地の初発の時、高天ノ原に成りませる
神の名は、天之御中主ノ神、・・・」で始まるものでした。
ところが、中山みきは「おふでさき」に
3号15．このよふのにんけんはじめもとの神 たれもしりたるものハあるまい

16．どろうみのなかよりしゆごふをしへかけ それがたん／＼さかんなるぞや
と記し、古事記の話とは別の「天地の初発の時」を語ります。
また、
3号149．にち／＼に神のはなしをたん／＼と きいてたのしめこふきなるぞや

とし、みきが語る神の話の中にこそ、「こふき―政治の基礎．王化の鴻基）」があるという
のです。
「おふでさき」の「こふき」については、『天理教事典』（第3版P326）に「漢字表記は、
古記、綱紀、功記、口記、後記、光輝、鴻基、香気など種々の漢語が考案されている。
古記は明治10年代の文献に見える。鴻基は『古事記』の序文に見える言葉である。
口記は中山正善『こふきの研究』（158頁）に見える。 」とあり、いろいろな意味が考えら
れますが、 「鴻基」説は芹沢茂氏が『風の心』の中で主張しています。残念なことにこ
の本はどいうわけか発売後直に販売停止になってしまいました。

《こうきとは何かを考えると、まずそ
の意味であるが、例の如く、古記、綱
紀、功記、口記、光輝……

様々の言葉が思い浮かぶ。なかでも鴻
基という言葉は、日本の古典でまず挙
げられる『古事記』の序文の結びで用
いられている。『古事記』に述べるこ
とこそ、日本の国が治まっていく根本
原理ともみられることを、「王化の鴻
基」と言っている。にほんのこうきと
は「日本の鴻基」ということではない
のか。（『風の心』P105.芹沢
茂.1993）》

【古事記】(岩波文庫版P15)
《ここに天皇詔りたまひしく、「朕聞
きたまへらく、『諸家の□る帝紀及び
本辞、既に正實に違ひ、多く虚偽を加
ふ。』といへり。今の時に當たりて、
其の失を改めずは、未だ幾年をも経ず
してその旨滅びなむとす。これすなは
ち、邦家の経緯、王化の鴻基なり。故
これ、帝紀を撰録し、旧辞を討覈して、
偽りを削り實を定めて、後葉に流へむ
と欲ふ。」とのりたまひき。

古事記とは異なる「天地初発の時（元はじまりの話）」を語る教祖



≪中山みき 「みかぐらうた」 封建主義を誡（いまし）める女性の力≫

－みき自らしたためた千七百余首の「おふでさき」、手振りで歌う「みかぐらうた」、折々の「おさしづ」は、天理教の聖典をなし、天地
の始めや人の道を語る。－

日本の仏教史を研究していて物足りなく思うことは、女性がほとんど出てこないことだ。もちろん光明皇后のようにカリスマ化され、
崇拝対象となる女性もいたし、無学祖元の法を継いだ無外如大のような尼僧も有名だ。 －中略－
邪馬台国の卑弥呼がシャーマン王であったように、女性のほうが宗教的資質に富んでいるともいえる。 －中略－

女性による宗教の創唱の典型は、天理教の開祖中山みきである。みきは大和の地主の主婦であったが、長男の足の病気を治す
ために山伏の祈祷を受けた時、自ら神がかりして「天の将軍」がみきの身体を「神の社」としてもらい受けると宣言した。みき自身思
いも寄らないことで、幾度も自殺を図り、家は没落して、貧乏のどん底に落とされた。

しかし、病気治しと安産の祈祷に力を発揮して、次第に信者を増やしていった。これまでひたすら忍従するだけだった女性が、神の
力によって既存の秩序を打ち壊して男たちを屈服させ、その教えにひれ伏させたのである。

その教えは単なる現世利益を超えて、神のこの世界への顕現を説き、哲学的で社会批判を含んだ教理へと展開していく。明治維新
直前の「みかぐらうた」では、「かみがでゝ なにかいさい（委細）を とくならバ せかい一れついさ（勇）むなり」と、神のもとで世界は
平等とされ、「一れつに はやくたすけを いそぐから せかいのこゝろも いさめかけ」と、世界中が力を合わせて急いで世直しに尽
くさなければならないという終末論的な救済観が表明されている。

維新後も、七十代のみきは自ら筆を執って『おふでさき』によって教えを広めるとともに、その地元（現・奈良県天理市）を聖地として、
陽気暮らしの理想世界を作る作業を推し進めた。思想の中核には「せかい一れつ」の平等主義があり、権力者である「高山」の横暴を
誡め、「谷底」の民衆の救済を説くものであったから、激しい弾圧を受け、みきは何度も投獄された。それでも教えを曲げることなく、亡
くなった。－中略－

既成の宗教が硬直した教義と組織に縛られる中で、女性の力を最大限生かし、自由な思想と行動を展開してきた新宗教の世界
は、改めて見直すべき魅力に満ちている。（『日本の思想をよむ』P170） 7

『日本の思想をよむ』の中で中山みきはどのように書かれているのでしょうか。末木文美士氏は、『日本宗教史』（岩波新
書.2006.P201）や『近世の仏教』（吉川弘文館.2010.P165）でも中山みきについて記しています。

神の顕現を説き、哲学的で社会批判を含んだ教理へと展開
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空海の『即身成仏義』の体系は、六大・四曼・三密としてまとめられる。六大というのは、この世界を地・水・火・風・
空・識の六つの構成要素の集合体としてみることで、この六大が宇宙の本体とされる。地・水・火・風・空の五つは物
質的な要素であり、それに対して識が精神的な要素になる。五大まではインド以来の経典にも出るが、それに精神的
な要素である識大を加えて六大としたところに空海の特徴がある。（『思想としての仏教入門』P86）

『日本の思想をよむ』に出てくる思想家は、江戸時代前はそのほとんどが仏教の僧侶です。これは末木文美士氏が、仏教
学者であることも関係があるのかもしれませんが、日本の思想を考える上で仏教の存在は非常に大きいということを示してい
ると思われます。
ここでは、末木氏の著作である『思想としての仏教入門』から、教祖（中山みき）の教えと関係があるのではないかと思われ
ることについて記してみましょう。

〈人間の構成要素〉
6－21．十人のなかに三人かたうでわ 火水風ともしりそくとしれ
このおふでさきは、みきの弟子の中の片腕ともいわれるような重要な3人が死ぬ（しりぞく）ことを言われたものです。
『おふでさき註釈』には 《つとめ人衆の中、片腕ともなるべき三人は、火水風の守護を止めるような事があるかも知れない、
という事をよく承知しているがよい。／ 註 かたうでは、片腕の意。／ 東若井の松尾市兵衛、竜田の乾勘兵衛、大西の北
野勘兵衛の出直しを見て、当時の人々は、このお歌に思い当たったという。》 とありますが、この3人は「片腕」と呼ばれるよう
な立場にはありません。「片腕」と自他ともに許すのは、当時の中山家を動かしていた秀司、まつゑ、山沢良助の3人と考えら
れます。
ここの問題は、3人とは誰かということではなくて、世界の構成要素は「地・水・火・風・空・識」の六つで、そのうちの人間の
要素を「火水風」の三つで表していることです。

仏教思想をベースに説かれる教祖の教え
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かんろだいを中心に八人がそれを取り囲む「かぐらづとめ」は、中心に大日如来を配し、その周りを四仏と四菩薩
が取り囲む胎蔵界曼荼羅の中心に描かれている中台八葉院とたいへん似ています。かぐらづとめでは10人の「つ
とめにんじゅ」にぬくみ、すいきなどの体の働きが割り当てられています。これは宇宙の本質が曼荼羅であるとともに、
人間の体も小さな曼荼羅であることを教えてくれます。

櫟本分署跡保存会作成

胎蔵界曼荼羅の中心にある中台八葉院

かぐらづとめの模型

曼荼羅の宇宙観＝かぐら（かんろだい）づとめの原型

この二人は、理論的には男女の交合
を表現する「かんろだい」の位置に入る
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曼荼羅の宇宙観

次に四曼は四種曼荼羅のことで、世界の相、すなわち現象的なすがた
を表わすものとされる。マンダラ（曼荼羅）という語は、本質を意味するマ
ンダに接尾語のラがついたもので「本質を有するもの」の意味であり、六
大よりなる宇宙の本質を、感覚的に受け止められるように表現したものが
曼荼羅である。

胎蔵曼荼羅は、中台八葉院を中心に、その周囲を三重の諸院で囲む構
成になっている。中台八葉院は八葉の蓮華の中に四方四仏と四菩薩を描
き、中央の大日如来とともに仏の世界を表現する。八葉の蓮華は人間の
心臓を表わし、それゆえ、万物の核心を表わす。胎蔵界の四仏は西・無
量寿如来、南・開敷華王（かいふけおう）如来、東・宝憧（ほうどう）如来、
北・天鼓雷音（てんくらいおん）如来で、四菩薩は、西南・文殊、東南・普賢、
東北・弥勒、西北・観音の諸菩薩である。胎蔵曼荼羅はこの中台八葉院
を中心に、同心円的に展開する十二院からなるが、そのもっとも外側の外
金剛部院にはさまざまなインドの神々が集められ、単なる仏・菩薩だけで
はなく、仏教外の神々をも含む壮大な体系をなしている。

曼荼羅は感覚的な表象を用いて、この世界を仏・菩薩の世界として描き
出すが、注意すべきは、図として描き出されたものだけが曼荼羅ではなく、
我々の身心の存在もまた一つの小さな曼荼羅であり、さらに六大の世界そ
のものもまた大きな曼荼羅なのである。描かれた曼荼羅をなかだちとして、
ここでも大宇宙と小宇宙が対応する。（『思想としての仏教入門』P87）

胎蔵界曼荼羅

曼荼羅とはなにか
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三密と密教の意義

三密は、六大・四曼の体系を背景に、具体的に我々がその大宇宙と一体化する方法を述べたものである。三密と
いうのは、身・口（く－語）・意の三業のことであるが、それが仏のはたらきと一体になって秘密のはたらきを示すことから、
三密といわれる。具体的には、身密は手で印契（印相）を結ぶ。印契というのは、両手とその指で特定の形を示し、そ
れによって仏のはたらきを示そうというものである。語密は、口で真言（マントラ）を唱える。真言は呪とも訳され、諸仏
のはたらきを象徴する言葉で、通常サンスクリット語の音写をそのまま用いる。意密は、心において諸仏と等しい三昧
に入ることである。これら三密のはたらきによって諸仏と修行者の一体化がなされ、かくて即身成仏が実現するという
のである。

以上のように、密教は壮大な象徴論的な世界論、宇宙論を展開し、その世界と一体化するところに即身成仏の実
現をみようとする。それは世界を実在視する点において、また、感覚的、官能的な存在に価値を認める点などにおい
て、仏教の中でも極めて異端的な位置に立ち、特に感覚的、官能的なものの重視は、男女の性的な結合にも価値を
与えるようになった。（『思想としての仏教入門』P91）

三密とは、具体的に我々がその大宇宙と一体化する方法を述べたもので、身・口・意のことであり、この三つの働
きによって、諸仏と修行者の一体化がなされ、かくて即身成仏が実現すると説かれています。
教祖（中山みき）は、宇宙の本質を表す「かぐらづとめ」とともに『みかぐらうた』を教えられました。「みかぐらうた」は5，

7調のうたに手振りを付けて歌い舞うものですが、三密の「身＝手振」、「口＝言葉（歌の内容）」、「意＝神（仏）の心
を自分の心とする」と解釈することもできるように思います。
密教の壮大な世界が、「かぐらづとめ」と「みかぐらうた（12下りの数え歌）」によって表現されているのです。

密教の世界を表現する「かぐらづとめ」と「みかぐらうた」
－人間が神になる（即身成仏）方法－
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前十三観のうちでもう一つ重要な個所は、第八観に「是の心、仏と作り、是の心、是れ仏なり」（是心作仏、
是心是仏）と述べられている個所である。これは阿弥陀仏といっても、この心の外にあるわけではなく、三昧
状態で達せられる心のあり方が、そのまま仏の状態であることをいっている。この立場を徹底すれば、阿弥
陀仏も極楽浄土もどこか遠くにあるわけではなく、この私の心の中にあることになる。このような見方を己心
（こしん）の弥陀（浄土）、あるいは唯心の弥陀（浄土）と呼ぶ。この立場は天台系統の浄土教や、また禅と融
合した浄土教において重視された。（ 『思想としての仏教入門』 P154）

「心（こゝろ）」は『みかぐらうた』に26回出てくる最も多いことばです。
一下り目には、

三ニ さんざい（散財）こゝろをさだめ 四ツ よのなか（大和の古語で、「豊年満作」）
とあって、心のあり方、その行いによって、豊かな社会の実現が説かれています。
また、四下り目では、

六ツ むらかたはやくにたすけたい なれどこゝろがわからいで
七ツ なにかよろづのたすけあい むねのうちよりしあんせよ
八ツ やまひのすつきりねはぬける こゝろはだんだんいさみくる
九ツ こゝはこのよのごくらくや わしもはやばやまゐりたい

といわれ、「よろづのたすけあい」によって「こゝはこのよのごくらく」になるとあります。
このような考え方は、仏教にも「是心作仏、是心是仏」ということばで表現され、阿弥陀仏も極楽浄土も
どこか遠くにあるわけではなく、この私の心の中にあるとされ、唯心の弥陀（浄土）と呼ばれるそうです。
ただ、『みかぐらうた』では豊かな社会の実現に向けた心構えを具体的に説き、まさに実態としてこの世を
極楽にする考えが示されるのです。

－心による極楽浄土の実現－
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天理教では立教以後の教祖50年の生涯を信仰生活の手本として仰ぎ、それを目
標にして信仰生活を進めるという教理があり、これは「教祖ひながたの道」といわれま
す（『天理教事典』第3版P804）。天理教の信仰は、助けて下さいとお願いをするの
ではなく、自分自身が教祖が歩まれた人だすけの道を歩むことです。
それは、本来のブッダと修行者である菩薩の関係でもあるようです。そして菩薩の
役割は仏国土を浄めてそこを浄土にすることです。そこに仏教本来の教えと天理教
の教えの共通性を見出す事が出来ます。

従来浄土教の解釈に当たって、阿弥陀仏と衆生の関係は、だいたい救済者と救済されるものという関係で考え
られていたように思われる。しかし、大乗仏教の原点に立ち返るとき、ブッダと修行者の関わりはもう少し違い、修行
者は菩薩であり、ブッダはその菩薩の理想像として、菩薩たちの先を進むものという面を持っていたはずである。先を
進むものと後から進んでいくものが、人格的に関わっていくこと、それがブッダと菩薩たちの関わりである。そしてそ
の際、ブッダが模範を示し、菩薩たちがその後を進んでいく道は、利他の道である。利他とは自分の存在を孤立した
ものとみず、他者との関わりの中でみてゆくことに他ならない。広大な誓願を発し、実現したとされる阿弥陀仏は、ま
さに神話的に表現された他者の理想である。

浄土についても、それを死後の理想状態とみることは、必ずしもまちがいでないとしても、それが唯一の解釈では
ない。そもそも浄土という言葉には、サンスクリット語の原典には必ずしもぴったりと当てはまる単語がないが、仏国
土を浄めるという意味で、「浄仏国土」という表現は出てくる。すでにある浄土にただ生まれ合わせるという受け身の
態度ではなく、菩薩として仏国土を浄めるという積極的な活動の方面も、もう少し考えてゆく必要があるのではないだ
ろうか。（ 『思想としての仏教入門』 P156）

ひながたの道－陽気づくめへの実践



大乗仏教の一つの特徴は、我々もまた菩薩であることができ、したがって、ブッダとなることができるというところにある。そこで、だれでも
ブッダになることができるということを理論的に説明するために考え出されたのが、如来蔵の理論である。

如来蔵というのは、原語はタターガタ・ガルバで、タターガタは如来、ガルバは母胎の意で、衆生が将来ブッダとなる可能性を持っている
ことを、「如来をその母胎に持っている」と表現したものである。ガルバは母胎であると同時に、母胎の中の胎児をも意味するので、如来蔵
は、将来如来となるべき胎児の意味にもなる。要するに将来ブッダとなることのできる可能性のことで、その可能性がすべての衆生に内在
すると主張するのである。如来蔵はまた、仏性ともいかれる。東アジアでは、如来蔵よりも仏性という表現の方が好まれた。

ところで、母胎の中の胎児に喩えられたり、衆生がブッダとなる可能性を持っているというと、如来蔵は衆生の中に内在するなにものか
であるように考えられる。そのような面も確かにある。しかし他方、如来蔵はすべての衆生に遍満しているブッダの本性とも解されるので、
その意味では法身と同じことになる。そのように解すると、何かが衆生の心の中にあるというよりは、衆生の心が本性的にはブッダそのも
のと同一でありながら、それが煩悩のために覆われ、隠されていて、現われていないのだ、というようにも解される。

衆生の心がその本性上もともと浄らかであるのに、煩悩によって汚されているという発想は、原始経典にもみえ、般若経典において大き
く発展した。そのように本来的に清浄な心を自性清浄心といい、外側から付着した煩悩を客塵煩悩と呼ぶ。如来蔵とは自性清浄心のこと
に他ならない。如来蔵はまた、煩悩の中にある真如だとも解釈される。

如来蔵思想は心に関して楽観的な思想である。本来的に心は浄らかで、ブッダと同一であり、煩悩は外から付着しているだけだというなら
ば、その煩悩を取り去れば、容易にブッダたることを実現できることになる。（『思想としての仏教入門』P161）

「おふでさき」に〔しんぢつに月日の心をもうにわ めへ／＼のやしろもろた事なら（6号57）〕というのがあります。天理教では、
「月日のやしろ」は教祖の立場を指す（『天理教事典』3版P575）とされていますが、「やしろ」は「おふでさき」に4例あり、どれ
もこの解釈では説明が困難です。とくにこの6－57の「めへ／＼」という表現から考えれば、「やしろ」は銘々の人間（人間す
べて）と考えると理解しやすくなります。
また、〔一れつにあしきとゆうてないけれど 一寸のほこりがついたゆへなり（1号53）〕といわれ、〔このほこりすきやかはろた事
ならば あとハよろづのたすけ一ちよ（2号20）〕とあります。人間に本来的な悪はなく、悪く見えるのはちょっとほこりが付いたよ
うなものだから、それをはらえば、「たすけ一条」の教祖の道を歩むことができるというわけです。
この考え方は、大乗仏教の如来蔵思想とほぼ同じではないかと思います。

「やしろ」と「ほこり」－如来蔵思想
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昭和59（1984）年に『天理教教典』の一部が改訂されました。改訂のポイントは「生ま
れながらにして、完全な身上を借りることが出来ないのは、明らかに、前生の心のほこり
の結果である」という部分が削除された事です。この改訂は前年に起きた差別事件
（ある職業を蔑視し、それを神の意志とする表現があった）をきっかけとして、天理教の
因縁観が問題になり、その内容を「的確」に表現していたのが削除された部分でした。
今世の状態は、前世の通り方の結果であり、今世その状態に満足して（たんのうして）
暮らせば、来世は今より良い状態の所に生まれ変われるというのが天理教の主要な
「教理」でしたが、教典が改訂されたことによって表向きこの教理が説けなくなり、「説け
る教理」がなくなって困惑しているのが今の天理教です。ただこれは、天理教の専売特
許ではなくて、仏教では業－輪廻の思想として説かれてきたものですし、また教祖（中
山みき）が教えたものでもありません。

インドのカーストの差別は、業と輪廻の説に密接に結びついている。業と輪廻についてはすでに触れたが、行為の善悪によって次の
生の境遇が決まり、それを永遠に繰り返すというものである。その際、生まれ変わる境遇としては、上は天の神々から、下はさまざまな動
物や、さらには地獄が考えられ、それを六道に整理する。この業－輪廻の思想が差別に結びつく。というのも、低いカーストやカースト
外の不可触民に生まれるのも、やはり悪い行為をなした報いと考えられるからである。

これはインドのことだけではなく、日本でも江戸時代、被差別部落に布教する際、そのような境遇に生まれたのは前世が悪かったからで
あり、それゆえ現世の境遇を甘んじて認め、その代わりに現世でよい行いをして来世によい生まれを得るようにと勧められた。このように、
業－輪廻の思想は差別を固定化し、よい境遇の人には自分が恵まれていることを合理化し、悪い境遇の人にはその境遇に甘んじるよ
うに諦めさせる役割を果たしてきた。社会的な階層だけでなく、身体の欠陥や夭折、その他さまざまな不幸もこうして説明された。

業－輪廻の思想は、一面では確かに合理的な側面を持っている。現世の範囲だけで考えると、善良な人が不幸に陥ったり、悪いこと
ばかりしている人が安楽に一生を終える例は少なくなく、あまりに不合理、不平等が多すぎる。－中略－

業－輪廻の思想は前世と来世の両方を持ち込むことによって、この難問を一気に解決する。現世の苦難は、前世の悪に対する帳尻合
わせであり、現世の幸福が足りないところは、来世で補われるというのである。説明としてはこれ以上ない完璧なものである。それゆえ、仏
教もその思想を採用し、仏教を通して他の文化圏へも広まることになった。（『思想としての仏教入門』P174）
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悪因縁と業、輪廻



教祖が生きていた江戸時代の末期には、仏教でも業－輪廻による因縁論が説かれていました。
「おふでさき」に「このよふハあくしまじりであるからに いんねんつける事ハいかんで（1号62）」というおうたがあります。これは
「この世の中にはいろいろと悪い事も起きてくるが、それをいちいち前世の因縁が今表れているのだ、などと考えるな」ということ
ではないでしょうか。
「おふでさき」には「いんねん」という言葉が13例あります。その中身は業－輪廻による因縁論だったり、原因―結果という意
味であったりしますが、その中に「もとのいんねん」が3例あります。
「月日にわにんけんはじめかけたのわ よふきゆさんがみたいゆへから（14号25）」と、この人間世界が生み出されたのは、み
んなが幸せに暮らすのを見たいゆえだといわれ、これこそがすべての「もとのいんねん」であると説き、業－輪廻の因縁論を乗
り越えさせたのです。
人間はみな「神のやしろ」で今不幸な状態にあるのはちょっとのほこりが付いたゆえであり、そのほこりを払い、 「たすけ一条」
の教祖の道を歩むならば、そこに「陽気づくめ」の世界が生まれてくるというのが、教祖の教えです。

天理教衰退の原因 ⇒ 教祖の教えが存在しないところに、天理教もまた存在できないのです。

業－輪廻の思想が差別の固定化を招いたり、あるいは場合によっては、仏教が人々を脅すのに用いられるとしたら、非常に危険
な思想である。不幸に苦しむ人に向かって、あなたの不幸は過去の業によるのだから、その業を断つために必要だといって、理不
尽な要求をして、人の不幸を食い物にする宗教もないわけではない。

業－輪廻の説は、先に触れた大乗経典の神話的言説と同じレヴェルの言語とみるべきであろう。それは事実を説明する言葉で
はない。事実として自分が過去世にいつどこでどのような境遇であった、というのはおよそナンセンスで、証明できない。しかし、
私たち自身の内側を省みるとき、現世だけで解決のつかない問題があまりに深く根差している。それは「無始の無明」と同質のこ
とであり、私の心の奥底の、由来の知れない何ものかである。その次元ではじめて現世を超えた業ということが意味を持ってくる。
それを事実の問題と取り違えないことが、仏教が差別の思想に陥らないためにも重要であろう。（『思想としての仏教入門』P179）

「業－輪廻の因縁論」を乗り越える「もとのいんねん」
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